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1.自治体の概要

306,681（人）<令
和2年10月/国勢調査＞

人口健康福祉部地域共生推進課担当部局名春日井市自治体名

健康福祉部介護・高齢福祉課、市民生活部戸籍住民
課・保険医療年金課、財政部収納課、まちづくり推進部
住宅政策課、上下水道部上下水道業務課、市民病院
医療連携室

庁内連携部局
（メンバー）

健康福祉部地域共生推進課・健康増進課・障が
い福祉課・生活支援課、市民生活部市民生活
課・多様性社会推進課、こども未来部子育て推進
課・こども家庭支援課・保育課、教育委員会学校
教育課

庁内連携部局
（メイン）

自治体
内連携

孤独・孤立になりうる出来事に伴う手続き窓口を
担当する課と孤独・孤立の課題について共有

連携内容市民生活の相談窓口を設置する課と孤独・孤立の
課題を共有し、連携体制を構築

連携内容

2.形成をめざす地方版連携PFの姿

 昨年度立ち上げたPFを分析し、地域アセスメントの項目
を整理し、新たに他の日常生活圏域でPFを立ち上げる。

 PFは、市地域共生推進課と社会福祉協議会に配置す
る第２層生活支援コーディネーターの共同企画・運営と
する。

今年度の
ゴール

実現したい状態

※構築する仕組み／支
援対象の住民を取り
巻く環境

 重層的支援体制整備事業では、多機関協働に
よる地域支援研究会を設置し、包括的な支援を
担う人材育成に取り組んでいる。

 高齢分野では、市独自の地域ケア会議の仕組み
を活用し、住民が主体となり地域生活課題を解
決する仕組みづくりに取り組んでいる。

 昨年度1つの地域で、PFを立ち上げ取り組みを開
始。

従前の取り組み

※重層の取り組み、
外部組織連携、地
域コミュニティ形成
等

 モデル地区での取り組みを横展開することにより、市全域
で孤独・孤立に気づき、支える体制づくり。

最終的な
ゴール

3.地方版連携PFの外部連携体制

居場所づくりの活動団体、NPO法人、UR生活支援アドバイ
ザー、まちづくり会社、社会福祉法人、地区社協、民生委員
児童委員、コミュニティナース、第２層生活支援コーディネー
ター

参画メンバー地方版連携PF
①（既存拡大）

第２層生活支援コーディネーターの協力により、居場所づくりを
意欲的に行う活動団体を選出・打診。

選出・打診時
の工夫

居場所づくりの活動団体、福祉関係事業者、民間企業、地
区社協、民生委員児童委員、コミュニティナース、第２層生活
支援コーディネーター

参画メンバー地方版連携PF
②(新規展開)

地域アセスメントにもとづき、そのエリアの核となる活動団体を選
出し打診。

選出・打診時
の工夫

4.PF連携による価値や工夫_考え方

 地域特性に応じたPFを作るため、地域アセスメントを行い、共通の地域特
性をもつエリアを単位とするPFを立ち上げる。令和5年度にモデル地区として
立ち上げた藤山台・岩成台地区に加え、令和6年度は同じニュータウンで
あり隣接する高森台・石尾台地区まで拡大しニュータウン地区PFとして展
開。

 PFでは、福祉分野に限らず、居場所や交流を目的とした活動団体や地域
活動に積極的な企業や社会福祉法人などに参加を呼びかける。

 PFの運営は第2層生活支援コーディネーターを中心に市地域共生推進課
が共同開催し、PF運営のノウハウを蓄積し、人材を育成しながら数年をか
けて地域に根付かせる。

【 A. 取り組みの全体像】
成果報告書_各自治体取組概要｜春日井市

立ち上げ年度
令和5年度

立ち上げ年度
令和7年度
（予定）
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５．連携PFのイメージ図

ニュータウンエリア（モデル地区の拡大）
官民連携プラットフォーム（PF①）
『つながりづくりプラットフォーム』

多世代交流拠点グルッポふじとうを基点とする地域の多様な主体が参加するプラットフォームを運
営。居場所づくり・地域づくりの視点から、民民協働の取組みを核とし、地域でできることを検討。

地
域
住
民

孤
独
・
孤
立
状
態
に
あ
る
人

周
囲
の
人

庁内連携会議
課題の共有・連携
リーフレットの配布

委員 10課
相談窓口が

あり支援を実施する
関係課

（市民相談、女性、
健康、障がい、困窮、
子ども・若者、ひとり
親・子育て、育児

、小中学校）

委員以外 8課
孤独・孤立に

なり得る出来事に
伴う手続き窓口を

もつ関係課
（家族との離別、離
職、要介護状態の発
生、税の滞納、住ま
い探し、水道料金の

滞納、
消費生活センター、

病気の発症）

【試行的事業２】生活動線上でのリーフレット配布

孤独・孤立対策の周知・啓発

• 社会福祉法人
• コミュニティナース
• NPO法人
• 第２層生活支援コーディネーター★

• 地域共生推進課★ ★共同運営

• 居場所づくりをする活動者
• UR生活支援アドバイザー
• 民生委員・児童委員
• 地区社協
• まちづくり会社

支援
につな
ぐ

居場所
づくり

孤独・
孤立の
予防

【試行的事業５】シンポジウム開催

PFの会議運営・
情報連携・
地域のアセスメ
ントシート作成・
PFの圏域の検
討

PF
を
共
同
運
営

関係づくり
・共創

新規地区：官民連携プラットフォーム（PF②）
【試行的事業１】地域アセスメントを実施したうえで、プラットフォーム立ち上げの新規地区を選定する。
孤独・孤立の予防やつながりをキーワードに、地域でできることを検討。

春日井市
社会福祉
協議会

【試行的事業４】「ゆるやかなつながりづくり応援マップ」の作製

孤独・
孤立の
予防

【試行的事業３】つながりづくりを推進するイベント

周知・啓発

地域見守り
連絡協議会

(ライフライン、不動産、
宅配、銀行 40事業

者)

住宅政策課春日井市
地域共生
推進課

情報発信

周知・啓発

【今年度追加】
高森台・石尾台
・高蔵寺（一部）

【昨年度立ち上げ】
藤山台・岩成台

運営

PF①拡大

【 B.連携PFイメージ】
成果報告書_各自治体取組概要｜春日井市

【
試
行
的
事
業
６
】

つ
な
が
り
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

※中学校区を基本に12圏域を設定

既存プラットフォームの活用（PF③）
人口減少が進む地区で実施する既存の高齢者向けプラットフォームが、町内会や小中学校、駐在所等
も巻き込み全世代化したことで、孤独･孤立対策も実施できる体制を形成した。

PF③

窓口への来訪⇔孤独・孤立の視点を持った対応
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【C.試行的事業】_一覧
成果報告書_各自治体取組概要｜春日井市

6．本年度に取り組む試行的事業の概要

 孤独・孤立を市民やPF参加者が我が事化しやすいよう定義し直し、PFの参加者同士の関係
づくりと予防的な活動に取り組むPFとした。

 孤立予防の大切さについて啓発し、PFから生まれたつながりづくりのツールを活かして、PF参加
者が市民へ広く周知する情報発信を行う。

試行的事業の
ポイント・工夫

発注先（予算）実施時期目的／期待効果・KPI事業内容事業名称
なし9/4ヒアリング実施• PF拡大にあたって考慮すべき要素をアセスメントシートとして整理し、

効果的なPF展開の戦略を立てること。

• 昨年度立ち上げた藤山台・岩成台地区のPFを、今後は市内全域
へ水平展開していく。

• 水平展開の計画策定や地域・テーマ選定にあたって、地域のアセス
メントシートを作成し、各地域のアセスメントを実施した。

PF拡大を目
指した地域ア
セスメントの実
施

1

 第 2 層生活支援コーディネーターとの議論や
アセスメントシートの作成により、各地域の特性
や社会資源、さらにはPF立ち上げにあたっての
課題を可視化した。

 各地域が持つ強みや地域特性、共通課題等
を可視化することができたため、どの地域をどう
纏めて、或いは分けて、どのようなテーマでPFを
立ち上げるべきか検討が進んだほか、他部門と
調整・検討する際のツールにもなった。

成果検証結果

東栄（約22万）９月 リーフレット増刷
10月～配布

• 公的機関や福祉施設に訪問しない市民に対しても、孤独・孤立の問
題や相談窓口についての周知啓発を行うこと。

• 昨年度公的な場所で配布を行った相談窓口リーフレットを、医療機
関や薬局、理美容室、金融機関、スーパー等の住民の生活動線
上で配布した。

生活動線上で
のリーフレット
配布

2
 全607箇所、全21,262枚設置した。
 配布先では、客との雑談中にぽろっと困りごと

が零れた際に手渡すことができた等の声があっ
た。

 クリニックの待ち時間で手に取りやすく、リーフ
レットの配布数も多いという声があった。

成果検証結果

会場費:まちス
ウィング（約７
万）
イベント委託:
イー・エフ・ピー（約
58万）
イベント保険:東
京海上日動パート
ナーズ東海北陸
（約４万）
消耗品:市原商
店（約１万円）

12月15日（日）• 地域食堂などの市民の居場所や交流活動について、春日井市東部
地域の市民を中心に広く周知すること。

• 参加する市民に対して、孤独･孤立の問題を周知し、予防を啓発する
こと。

• 住民同士がゆるくつながり、交流できる場を作ること。• PF参加団体と共催で、孤独・孤立予防の展示、地域食堂等によ
る弁当販売、福祉事業所の作品販売、フードパントリー、フードドラ
イブ、地域の小学生による演奏等のステージイベント、キッチンカーの
出店等を実施した。

つながりづくりを
推進するイベン
ト

3  約1,000人の住民が来場した。
 子供からお年寄りまで幅広くアプローチすること

ができた。
 来場者アンケートから、多くの来場者が、つなが

りづくりの活動に関心を持ったことが分かった。
 来場者アンケートでは、様々な人と出会い交

流できる場となったことが好評であった。

成果検証結果
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【C.試行的事業】_一覧
成果報告書_各自治体取組概要｜春日井市

6．本年度に取り組む試行的事業の概要

 孤独・孤立を市民やPF参加者が我が事化しやすいよう定義し直し、PFの参加者同士の関係
づくりと予防的な活動に取り組むPFとした。

 孤立予防の大切さについて啓発し、PFから生まれたつながりづくりのツールを活かして、PF参加
者が市民へ広く周知する情報発信を行う。

試行的事業の
ポイント・工夫

発注先（予算）実施時期目的／期待効果・KPI事業内容事業名称
木野瀬印刷（約
33万）

令和7年1月• 「ぷらっとノート」をはじめ、つながりづくりに取り組む団体を、市民に広く
周知すること。

• 藤山台・岩成台PFでのつながりづくりの取組である「ぷらっとノート」の活
動を拡大すること。

• 昨年度、藤山台・岩成台PFにて生まれた「ぷらっとノート」をはじめと
したつながりづくりの活動紹介を掲載するマップ「ゆるやかなつながりづ
くり応援マップ」を作成した。

• 紙媒体だけでなく、春日井市HPやPF参加者のSNSなどのデジタル
媒体でも周知した。

「ゆるやかなつ
ながりづくり応
援マップ」の作
製

4 

 公的機関だけでなく、スーパーやスポーツクラブ、
飲食店等にて約5,700枚のマップを設置予定
で調整を進めており、現時点で約2,000枚を
設置した。

 マップを活用してPFへの新規参加団体を募る
過程で、ノートの設置場所が新たに９箇所増
えた。

 市民から、とても見やすい、マップを活用して
困っている方に積極的に居場所を教えたい、
初めてマップを見た市民からどのようなマップか
複数質問があり関心を持ってもらえた、ニュータ
ウンエリア以外の地域でもこのようなマップがあっ
たらいい等の声があがった。

成果検証結果

講演費:吉田田
様（約28万円）
謝金:パネラー５
名分（約27万円
+交通費）
チラシ印刷:木野
瀬印刷（約21
万）
消耗品:市原商
店（約２万円）
お弁当:ちいき食
堂厨（約7千
円）
クリーニング:中日
本リネン（約２千
円）

2月16日（日）• 孤独･孤立は誰にも起こりうる身近な問題であることや、孤独･孤立
を予防する取組について市民に広く周知すること。

• 「身近でゆる～いつながり」をテーマに、有識者による基調講演や、
市内で居場所やつながりづくり活動を行う活動団体によるパネルディ
スカッションを行った。

• 「ぷらっとノート」の展示も行い、孤独･孤立には予防が大切であるこ
との啓発やつながりづくり活動の周知を行った。

シンポジウムの
開催5

 159人の市民が来場した。
 アンケートの結果、93％が「身近な地域のつな

がりは大切だと感じた」、42％が「つながりづくり
活動に参加してみたいと思った」と回答した。

 つながりづくり活動の周知だけでなく、実際に
支援活動をするきっかけや活動団体間の連携
が図られた。

成果検証結果
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【C.試行的事業】_一覧
成果報告書_各自治体取組概要｜春日井市

８.孤独・孤立対策を公表した際の反響

• PFの活動を知った他の活動団体から参加したいとの申し出があった。
• イベント実施時に新聞の取材が行われた。

７.次年度以降に向けた事業等の案
※PDCAサイクルに照らして次年度以降に取り組んでいく事業イメージ（あれば）を例挙

• モデル地区を参考に市内他地域でPFを立ち上げを継続し、市内全域に水平展開できる体
制をつくる。

• モデル地区PFから生まれたノートやマップは、つながりづくり活動を行うツールとして活用する。

6．本年度に取り組む試行的事業の概要

 孤独・孤立を市民やPF参加者が我が事化しやすいよう定義し直し、PFの参加者同士の関係
づくりと予防的な活動に取り組むPFとした。

 孤立予防の大切さについて啓発し、PFから生まれたつながりづくりのツールを活かして、PF参加
者が市民へ広く周知する情報発信を行う。

試行的事業の
ポイント・工夫

発注先（予算）実施時期目的／期待効果・KPI事業内容事業名称
謝金:山田様(3
万円+交通費)

１月22日（水）• つながりサポーター養成講座の講師を育成することで、今後市内にて
「つながりサポーター」の養成を進めること。

• 孤独・孤立を予防し、当事者を支援するために日常の中で何ができ
るのかを学び、「つながりサポーター」養成講座の講師を育成するた
めの講座を開催した。

つながりサポー
ター養成講座
の開催

6
 庁内他部署や社会福祉協議会等、計22人

が受講した。
 アンケートの結果、回答者の１００％が周囲

の困っている人を助けようと思ったと回答した。
 次年度以降のつながりサポーター養成講座の

活用方法の検討が行われた。

成果検証結果
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概
要

【C.試行的事業一覧】_１.PF拡大を目指した地域アセスメントの実施
成果報告書_各自治体取組概要｜春日井市

• 昨年度立ち上げた藤山台・岩成台地区のPFを市内全域へ水平展開し
ていくにあたって、地域のアセスメントシートを作成して、各地域のアセスメ
ントを実施した。

• 各地域の特徴や孤独孤立リスク、テーマ、最適なPF立ち上げ方針を整
理し、効果的なPF展開の戦略を立てること。

工
夫
点

結
果

• アセスメントシート作成にあたって、市地域共生推進課と、地域密着型
で地域支援を実施している第２層生活支援コーディネーターとで各地
域の特徴や、新規PFの展開先について議論を行った。

• 各地域の特性や社会資源、さらにはPF立ち上げにあたっての課題を可
視化した。それにより、どの地域でどのようなテーマで立ち上げるかの検討
が進んだほか、他部門と調整する際のツールにもなった。

ね
ら
い

アセスメントシートとアセスメント項目（一部抜粋）

☞代表的な地域属
性:
その地域の特徴を
端的に示す

☞孤独･孤立リス
ク:
地域特性を定量
的・定性的に確認
し、類似地域を洗
い出す

☞地区への介入の
検討:
行政が介入するニー
ズや緊急度を確認

☞周辺地区との共
通点:
周辺地域と一緒に
PFを立ち上げること
ができるか、共通の
課題や社会資源
等を確認
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概
要

【C.試行的事業一覧】_２.生活動線上でのリーフレット配布
成果報告書_各自治体取組概要｜春日井市

ね
ら
い

• 昨年度公的な場所で配布を行った相談窓口リーフレットを、医療機関や
薬局、理美容室、金融機関、スーパー等の住民の生活動線上で配布
した。

• 日常的に訪れる場所でリーフレット配布を行うことで、公的機関や福祉
施設を訪問しない市民にも孤独･孤立問題やその相談窓口の周知を
できるようにした。

工
夫
点

結
果

• 各団体へ趣旨等の説明を行い、理解を得たうえで配布をした。
• 困っている人に手渡しを実施してもらう等、必要としている人に届きやす

くした。

• 全607箇所、全21,262枚設置した。
• 配布先では、客との雑談中にぽろっと困りごとが零れた際に手渡すことが

できた、との声があった。

リーフレット（片面抜粋） 設置先・設置場所数（一部抜粋）

設置場所数設置場所

☞ポイント
 理容室等、市民と直接話す機会が多いところでは、
雑談内容に応じて適宜手渡すこととした。

 クリニック等、待ち時間が発生するところでは、受付
等に設置することで手に取りやすく、配布数も多い。
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概
要

【C.試行的事業一覧】_３.つながりづくりを推進するイベント
成果報告書_各自治体取組概要｜春日井市

ね
ら
い

• PF参加団体と共催でイベントを開催し、地域食堂等による弁当販売、
福祉事業所の作品販売、孤独・孤立予防の展示等を実施した。

• 地域食堂等、つながりづくりや居場所づくりの活動を近隣住民を中心に
広く知ってもらうこと。

• 孤独･孤立問題を周知し、予防を啓発すること。

工
夫
点

結
果

• 参加者が楽しむことを最優先とし、安全確保や環境整備等は自治体
で行いつつ、コンテンツは主催の活動団体の自主性に任せることで、民
間の自由な発想を活かした。

• こどもからお年寄りまで約1,000人の近隣住民が来場した。
• 来場者アンケートから、多くの来場者が、つながりづくりの活動に関心を

持ったことが分かった。

当日の様子 来場者アンケートの結果

☞工夫ポイント
 スタンプラリーを実施することで、来場者が各ブースを巡回し、

様々な活動団体と交流できるようにした。
 小中学生のブラスバンドやオカリナクラブの演奏等、ステージイベン
トにより、子どもやその親世代から高齢者まで集客した。

 アンケート回答によりフードパントリーで食料をもらえる仕組みに
することで、多くに人に回答してもらえるようにした。

 主催団体のコネクションを活用し、ポスト投函だけでなく、小学校
や幼稚園、保育園への広報も行った。

Q.このイベントで楽しかったこと、楽しかったものは何ですか?（一部抜粋）

 色んな方々との交流
 イベントを通じていろんな団体の支援とつながる
 お店の人と話したこと
 老若男女が接するまつり全体
 久しぶりに子どもと一緒にイベントごとに参加した
 孫と遊ぶこと
 日頃の相談ができる場所を提供していることがほっこりした

Q.年齢を教えてください。
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概
要

【C.試行的事業一覧】_４. 「ゆるやかなつながりづくり応援マップ」の作製
成果報告書_各自治体取組概要｜春日井市

ね
ら
い

• 昨年度、藤山台・岩成台PFにて生まれた「ぷらっとノート」をはじめとして
つながりづくりの活動紹介を掲載するマップを作成した。

• 人々がゆるくつながりあえる「ぷらっとノート」の取組を広く知ってもらうこと。
• ノートを設置している団体の活動内容に関心を持ってもらい、気軽に訪

問できるようにすること。

工
夫
点

結
果

• 掲載団体運営者の顔写真とメッセージを載せることで、読む人が居場
所に対して親近感やあたたかさを感じられるようにした。

• 身近なところでマップが手に入るよう、飲食店やスーパー等にも配置した。

• マップを活用したPFメンバー募集過程で、９箇所ノートが新設された。
• 市民から、マップを活用して困っている方に積極的に居場所を教えたい、

ニュータウンエリア以外の地域でもマップが欲しい等の声があがった。

「ぷらっとマップ」（片面抜粋） 設置予定先・枚数（一部抜粋）

☞工夫ポイント
顔写真を掲載するアイデアは、PFにてぷらっとマップの方向性をディスカッションした際に生まれたアイデアであ
る。その他、PFメンバーの提案を取り入れて作成した。

設置予定枚数設置予定場所

700スーパー

600認知症カフェ

100飲食店

100スポーツクラブ

50無料塾

600PF参加団体

640民生委員・児童委員

210社会福祉協議会

892公的機関・施設
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概
要

【C.試行的事業一覧】_５.シンポジウムの開催
成果報告書_各自治体取組概要｜春日井市

ね
ら
い

• 「身近でゆる～いつながり」をテーマに、有識者による基調講演や、市内
で居場所やつながりづくり活動を行う活動団体によるパネルディスカッショ
ンを行った。また、「ぷらっとノート」の展示も行った。

• 孤独･孤立問題が身近な問題であり、人と人、人と地域のつながりが大
切であることを広く市民に周知すること。

• 春日井市内のつながりづくり活動を知ってもらい、関心をもってもらうこと。

工
夫
点

結
果

• 基調講演でつながりづくりや安心できる居場所の重要性を周知し、その
後春日井市のつながりづくり活動や活動団体の思いを伝えることで、こ
れらの活動を参加者がより身近なものと捉えられるようにした。

• 159人が来場した。
• アンケートの結果、93％が地域とのつながりの大切さを感じ、42％がつ

ながりづくり活動への参加意欲を示した。

コンテンツと登壇者

 孤独･孤立問題や人と人、人と地域がゆるやかにつながりあう活動の魅力
に関する基調講演

⇒講師:まほうのだがしやチロル堂 共同代表 吉田田タカシさん
 孤独･孤立問題とつながりづくりの大切さ、市内のつながりづくり活動の周知

を目指したパネルディスカッション
⇒パネリスト:春日井市内の地域食堂、フリースクール、多世代が集う

駄菓子屋、社協
コーディネーター:同朋大学社会福祉学部専任講師 加藤昭宏さん

来場者アンケートの結果

☞工夫ポイント
 広報にあたっては、公共施設でのチラシ配布だけでなく、PFメンバーの
活動場所でのポスター掲示や、イベントやお祭りでの配布を行った。

 孤独･孤立が身近な問題であること、そのためには一人一人のアクション
が大切であることを講演した後に、春日井市内の取組を周知することで、
つながりづくり活動がより身近な存在であることを知り、自分でも参
加・活動しようと動機づけられるような構成とした。
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概
要

【C.試行的事業一覧】_６.つながりサポーター養成講座の開催
成果報告書_各自治体取組概要｜春日井市

ね
ら
い

• 孤独・孤立を予防し、当事者を支援するために日常の中で何ができるの
かを学び、「つながりサポーター」養成講座の講師を育成するための講座
を職員や社協向けに開催した。

• 今後のつながりサポーター養成講座の担い手を育成するために、春日
井市職員や社会福祉協議会等を対象に、講師養成の講座を実施す
ること。

工
夫
点

結
果

• 継続的につながりサポーター養成講座を実施して市内の支援者を増や
していくために、今回はつながりサポーター養成講座の講師を養成するこ
とを目的とした。

• アンケートの結果、回答者の１００％が周囲の困っている人を助けよう
と思ったと回答した。

• 次年度以降のつながりサポーター養成講座の活用方法の検討を行った。

開催概要

• 日時:１月22日（水） １7時半～１9時
• 場所:春日井市総合福祉センター 小ホール
• 講師:一般社団法人Shien 代表理事 山田浩史さん
• 出席者:庁内他部署や社会福祉協議会等も含めた計22人

受講者アンケートの結果

Q.周囲の悩みや困りごとを抱えている人をサポートしようと思うか

N=20
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【D.PF構築プロセスにおける留意点】
成果報告書_各自治体取組概要｜春日井市

(ア)

初期段階

(イ)

準備段階

(ウ)

設立段階

(エ)

自走段階

 庁内連携にあたっては、庁内連携会議前後にフォローを行いつつ、他部署の
自主性を尊重した

 庁内連携会議を開催し、講師を招いて孤独・孤立対策についての講話を行う
ことで、これから孤独・孤立対策に取り組むことを庁内で共有した

⑤ 関係団体のリストアップ・初期メンバーへの声掛け 【R５年度11月~】

 理想のPFのあり方や避けたい状況を共有したうえで、第２層生活支援コー
ディネーターに一任した

 メンバーの納得を得られやすいよう、活動団体には第２層生活支援コーディ
ネーターから、企業等には市地域共生推進課から声掛けを実施

庁
外

庁
内

 共通の地域特性をもつ地域単位でのPFの立ち上
げを検討

 地域特性が明確でない地域には、参加者を運営
側が指定しない自由参加型でのPFの形も検討

④‐２連携PFの企画・設計【R６年度９月~】

 地域の実情をよく知る第２層生活支援コーディ
ネーターや、行政計画を担当した市担当者（福
祉政策課）の知見をもとに現状把握を実施

③ 地域の現状把握 【R５年度11月】

 初年度はニュータウンエリアで取り組むため、つなが
りづくりをテーマとした

 PFを別地域に展開するため、該当地域が共通し
て抱える課題や孤独･孤立の指標のアセスメント
をもとにテーマを設定

④‐1取組テーマ決定 【R５年度11月】

 「孤独･孤立の定義」がPFや孤独･孤立対策の基盤ともなるため、丁寧に定
義を検討した

 現実的な支援計画を立てるために、まずは社会資源の洗い出しを行った

②担当者の初動 【R５年度11月~】

 幅広い領域に関わるテーマであるため、重層的支援体制整備事業や地域包
括ケア等に取り組んできた「健康福祉部地域共生推進課」が担当

① 主担当部署・主担当者の設定 【R５年度８月】

 高齢分野の日常生活圏域ごとではなく、日々の生活様式に基づいて地域を拡大していく

 アセスメントシートをもとに、共通の地域特性を持つ地域単位でPFを水平展開していく

⑨ PFの拡大・活性化

 社会福祉法に基づく支援会議の活用

⑧ 地域協議会の設置

 生活動線上で相談窓口に関するリーフレットを配布
 つながりづくりを推進するイベントの開催
 PFでの話し合いを踏まえて、「ゆるやかなつながりづくり応援マップ」の作製、スー

パーや飲食店で配布
 孤独･孤立とつながりについて考えるシンポジウムの開催

⑥ 域内住民・団体への情報発信 【R6年度9月~】

 初年度は主に市地域共生推進課が企画を行い、第２層生活支援コーディ
ネーターと共同で運営を行った

 令和6年度は、市地域共生推進課と第２層生活支援コーディネーターが共同
で企画・運営を行う

⑦ 連携PFの運営 【R5年度11月~】

役割分担
連携
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【E.ブレイクスルー要因】 アセスメントシートにより、各地域の特徴や課題を可視化
成果報告書_各自治体取組概要｜春日井市

 アセスメントシートを作成し、各地域の特性や社会資源、
課題等のアセスメントを実施した

 アセスメントシートの作成にあたっては、第２層生活支援コー
ディネーターと市内の各中学校区の特徴について議論。周
辺地区との共通点を整理し、PFの範囲について検討するた
めの項目を作った。また、孤独・孤立状態になり得るリスク
を量的データで示す項目を設けた。

アクション／ブレイクスルー要因

 アセスメントの実施により各地域の特徴だけでなく、それまで
見えていなかったPF立ち上げに向けた新たな課題も浮き彫
りとなった

 各地域が持つ強みや地域特性、共通課題等を可視化で
きたことで、どの地域をどう纏めて、あるいは分けて、どのよう
なテーマでPFを立ち上げるべきか、誰を巻き込んでいくかの
検討が進んだ

その後の変化

 新規PFの立ち上げにあたり、どこの地域にどのテーマで立ち
上げるのか決定することが難しかった

取り組み課題

令和6年7月 令和6年10月～令和7年2月 令和7年3月


